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1. ⽇本電⼦とは
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1-1. ⽇本電⼦グループの概要
⽇本電⼦株式会社
JEOL Ltd.社 名

1949年5⽉30⽇創 業

(連結)3,351名従業員数

30社
(国内6社+海外24社/20ヵ国)関係会社

1,627億円売上⾼

242億円営業利益

約16,000 t-CO2CO2排出量

DATA（連結）

※1︓2023年3⽉末時点
※2︓scope1･2(海外・⾃動⾞を除く)
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1-2. ⽇本電⼦の概要
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1-3. ⽇本電⼦の概要
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1-4. ⽇本電⼦の概要

TEM
透過

電⼦顕微鏡

SEM
⾛査

電⼦顕微鏡

EPMA
電⼦線マイクロ

アナライザ

AES
オージェ電⼦
分光装置

XPS
X線光電
分光装置

XRD
X線回折

装置

XRF
蛍光X線
分析装置

IR/UV
⾚外/紫外
分光装置

NMR
核磁気

共鳴装置

ESR
電⼦スピン
共鳴装置

MS
質量

分析計

CA/LC
XRF NMR ESRSEM EPMA AES MSTEM

SB/EB/ST/AM

電界放出形クライオ電⼦顕微鏡
CRYO ARM 300 II

集束イオンビーム加⼯観察装置
JIB-PS500i

XPS

核磁気共鳴装置
JNM-ECZL

理科学・計測機器

7



© 2023 JEOL Ltd.

1-5. ⽇本電⼦の概要

電⼦ビーム描画装置
JBX-8100FS

電⼦ビーム⾦属３Dプリター
JAM-5200EBM

TEM
透過

電⼦顕微鏡

SEM
⾛査

電⼦顕微鏡

EPMA
電⼦線マイクロ

アナライザ

AES
オージェ電⼦
分光装置

XPS
X線光電
分光装置

XRD
X線回折

装置

XRF
蛍光X線
分析装置

IR/UV
⾚外/紫外
分光装置

NMR
核磁気

共鳴装置

ESR
電⼦スピン
共鳴装置

MS
質量

分析計

CA/LC
XRF NMR ESRSEM EPMA AES MSTEM

SB/EB/ST/AM

XPS

電⼦ビーム描画装置
JBX-3200MV

産業機器
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1-6. ⽇本電⼦の概要

⽣化学⾃動分析装置
JCA-ZS050

⽣化学⾃動分析装置
JCA-BM8020

TEM
透過

電⼦顕微鏡

SEM
⾛査

電⼦顕微鏡

EPMA
電⼦線マイクロ

アナライザ

AES
オージェ電⼦
分光装置

XPS
X線光電
分光装置

XRD
X線回折

装置

XRF
蛍光X線
分析装置

IR/UV
⾚外/紫外
分光装置

NMR
核磁気

共鳴装置

ESR
電⼦スピン
共鳴装置

MS
質量

分析計

CA/LC
XRF NMR ESRSEM EPMA AES MSTEM

SB/EB/ST/AM

XPS

医⽤機器
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1-7. ⽇本電⼦の概要

 Sクラス継続中
（8年連続）

SABC評価制度

出典︓経済産業省 資源ﾈﾈﾙｷﾞｰ庁
10

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

29 電気機械器具製造業 0562031 東京都 ⽇本電⼦株式会社 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

　　標準産業分類　中分類
※本制度における評価は、特定事業者の⼯

場・事業場におけるエネルギーの使⽤状況等に
基づいた評価であり、必ずしも各業種における
エネルギー使⽤状況等を反映したものとは限り

ません。

特定事業者
番号

主たる事業所
の所在地 事業者等名

省エネ評価
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2. カーボンニュートラル
に向けた取り組み
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2-1. 昭島製作所の概要
昭島製作所

東京都昭島市（中神⼯業団地内）所 在

64,189 ㎡敷地⾯積

67,682 ㎡延床⾯積

約1,300名従業員数

・本社機能、R&D機能
・⼯場機能⽤ 途

分析機器（ﾊｲｴﾝﾄﾞ製品）
産業機器⽣産品⽬

昭島製作所DATA

■⽣産品
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2-2. 昭島製作所のエネルギー使⽤量の推移（化⽯燃料）

 2000年頃よりカーボンニュートラルを⾒据え、使⽤エネルギーの電化を推進
（重油・LPGを使⽤した熱源の電化を推進）

(t-CO2)(t-CO2、千万円)

電化率
100%

 2024年度に電化率100%達成⾒込み

2005年度⽐
▲86%

 2022年度は2005年度⽐▲86%を達成

※ｽｺｰﾌﾟ1
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2-3. 昭島製作所のエネルギー使⽤量の推移（電気）

 東⽇本⼤震災以降はほぼ横ばい

(t-CO2)(t-CO2、千万円)

2013年度⽐
＋41%

2013年度⽐
▲6.8%

・⽣産量（⾦額換算） ＋41.3%
・使⽤電⼒量 ▲6.8% ※外部調達無し

 2013年度基準の⽐較（2013-2022⽐較）

※ｽｺｰﾌﾟ1・2
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2-4. 昭島製作所の取り組み紹介

①クリーンルーム改修による省エネルギー

②再⽣可能エネルギーの導⼊

(t-CO2、千万円)
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8,000.0
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12,000.0
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エネルギー使⽤量の推移

③「始められない」を始める省エネルギー活動
・脱「⾒える化」の呪縛

ハード⾯の取り組み

ソフト⾯の取り組み

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

取
組
期
間

①

②

③
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①クリーンルーム改修による省エネルギー
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2-5. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
電気消費⽐率

17

6.7 %
3.9 %

5.6 %

83.8 %

【電気消費⽐率】

装置・⽣産設備
※ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ含む

照明
PC・事務機器

⼀般空調

対策の必要性

 半導体製造装置の⽣産量増
クリーンルーム稼働率の⼤幅上昇

 既存クリーンルーム⾯積の半数は
設置後25年程度経過
旧式空調システム
（⾼エネルギー消費）

改善効果

 使⽤電⼒量 50% 減
※システム全体において
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2-6. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修前

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ

（AHU-④※OHU） （AHU-①

（AHU-②）

（AHU-③）

熱源
(直膨)

熱源
(直膨)

熱源
(直膨)

熱源
(直膨)

EH(30kW)

EH(15kW)

EH(5kW)

EH(5kW)

C/C
C/C

C/C

C/C
15℃ 23℃SOA SA

SA

SA

RA

RA

温度安定度︓±0.0××℃
湿度安定度︓±10%   

7.5kW

2.2kW

0.4kW

0.3kW

【ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調機】※1部屋当たり

 ⼤温度差制御
 温度安定度確保のため

ﾘﾋｰﾄに頼っていた
 機器点数が多くｼｽﾃﾑ

としての安定性に⽋ける

18
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2-7. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
現状把握

SA
(℃)

RA
(℃)

C/C
（℃)

風量
(m3/h)

ﾓｰﾄﾞ
負荷
(kW)

電流
(A)

負荷
(kW)

C/C S
(℃)

C/C R
(℃)

流量
(L/m)

負荷
(kW)

配管面積
(m2)

流量
(m3/s)

負荷
(kW)

11
(AHU-1-5)

939 23.0 23.0 18,561 FT 0.0 3 1.0 - - - 0.00035 0.0069 1.0

17.0 38.6 7.0 10.5 0.00035 0.0060 542.6

17.0 31.9 7.0 7.3 0.00035 0.0069 427.8

13
(AHU-1-7)

939 23.0 23.1 18,691 FT 0.6 3 1.0 - - - 0.00035 0.0069 1.0

14

(AHU-1-8)
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 23.0 24.8 11,412 待 6.9 65 7.2 - - - 0.00035 0.0069 7.2

15
(AHU-1-1)

3050 23.0 25.2 19,930 FT 14.7 90 31.2 17.0 40.2 9.8 15.9 0.00035 0.0069 666.1 15.3

16
(AHU-1-2)

3200 23.0 25.7 18,461 FT 16.7 95 32.9 17.0 38.3 10.4 15.5 0.00035 0.0069 611.5 17.5

17
(AHU-1-3)

- 23.0 23.3 18,374 FT 1.8 - - - - 0.00035 0.0069

18
(AHU-1-4)

6300 23.0 23.8 18,461 FT 4.9 25 8.7 17.0 20.1 16.0 3.5 0.00035 0.0069 89.0 5.2

21
(AHU-2-5)

9500 23.0 24.5 18,561 FT 9.3 35 12.1 17.0 19.5 21.0 3.7 0.00035 0.0069 71.8 8.5

22
(AHU-2-6)

停止中 18,346 FT 0.00035

23
(AHU-2-7)

9500 23.0 23.7 18,288 FT 4.3 24 8.3 17.0 19.7 21.0 4.0 0.00035 0.0069 77.5 4.4

24

(AHU-2-8)
停止中 18,403 FT 0.00035

25
(AHU-2-1)

- 23.0 23.2 18,634 FT 1.2 - - - - 0.00035 0.0069

26
(AHU-2-2)

- 23.0 23.0 18,662 FT 0.0 - - - - 0.00035 0.0069

60

23

28
(AHU-2-4)

- 23.0 23.4 18,691 FT 2.5 - - - - 0.00035 0.0069

11
(AHU-1-5)

939 23.0 23.0 18,561 FT 0.0 3 1.0 - - - 0.00035 0.0069 1.0

17.0 38.6 7.0 10.5 0.00035 0.0060 542.6

17.0 31.9 7.0 7.3 0.00035 0.0069 427.8

13
(AHU-1-7)

939 23.0 23.1 18,691 FT 0.6 3 1.0 - - - 0.00035 0.0069 1.0

14
(AHU-1-8)

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 23.0 24.8 11,412 待 6.9 65 7.2 - - - 0.00035 0.0069 7.2

15

(AHU-1-1)
3050 23.0 25.2 19,930 FT 14.7 90 31.2 17.0 40.2 9.8 15.9 0.00035 0.0069 666.1 15.3

16
(AHU-1-2)

3200 23.0 25.7 18,461 FT 16.7 95 32.9 17.0 38.3 10.4 15.5 0.00035 0.0069 611.5 17.5

17
(AHU-1-3)

- 23.0 23.3 18,374 FT 1.8 - - - - 0.00035 0.0069

18
(AHU-1-4)

6300 23.0 23.8 18,461 FT 4.9 25 8.7 17.0 20.1 16.0 3.5 0.00035 0.0069 89.0 5.2

21
(AHU-2-5)

9500 23.0 24.5 18,561 FT 9.3 35 12.1 17.0 19.5 21.0 3.7 0.00035 0.0069 71.8 8.5

22
(AHU-2-6)

停止中 18,346 FT 0.00035

23
(AHU-2-7)

9500 23.0 23.7 18,288 FT 4.3 24 8.3 17.0 19.7 21.0 4.0 0.00035 0.0069 77.5 4.4

24
(AHU-2-8)

停止中 18,403 FT 0.00035

25

(AHU-2-1)
- 23.0 23.2 18,634 FT 1.2 - - - - 0.00035 0.0069

26
(AHU-2-2)

- 23.0 23.0 18,662 FT 0.0 - - - - 0.00035 0.0069

60

23

28
(AHU-2-4)

- 23.0 23.4 18,691 FT 2.5 - - - - 0.00035 0.0069

14.8

4.7

27
(AHU-2-3)

9000 23.0 25.1 18,662 FT 13.1 20.0 17.0 31.8 5.0 5.2 0.00035 0.0069 424.9

11,754 待 3.1 65 22.5

22.2

12
(AHU-1-6)

939用CWC 23.0 23.8

部屋名 装置
AHU(空気) 電気容量 冷却水（への排熱）

12

(AHU-1-6)
939用CWC 23.0 23.8 11,754 65 22.5 4.7

大気
放熱量

(kW)

22.2

待 3.1

27
(AHU-2-3)

9000 23.0 25.1 18,662 14.831.8 5.0 5.2 0.00035 0.0069 424.913.1 20.0 17.0FT

19

装置の実負荷を徹底的に調査 必要な冷却能⼒を分析
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2-8. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修後（改善①）

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ

（OHU） （AHU）

EH(3.8kW)

熱源

C/CC/C

21〜23℃20℃
EH(18.9kW)

他AHUへ

SOA

RA

SA

温度安定度︓±0.0××℃
湿度安定度︓±10%   

15kW2.2kW

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

・・

CW

(INV)

【空調機】※1部屋当たり

熱源

 精密ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調⽅式か
ら冷⽔ｼｽﾃﾑのAHU⽅式
に変更

 ⾼効率ﾓｼﾞｭｰﾙﾁﾗｰの採⽤
 熱源共通化によるCOP

改善

H/C
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2-9. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修後（改善②）

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ

（OHU） （AHU）

EH(3.8kW)

熱源

C/CC/C

21〜23℃20℃
EH(18.9kW)

他AHUへ

SOA

RA

SA

温度安定度︓±0.0×℃
湿度安定度︓±10%   

15kW2.2kW

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

・・

CW

(INV)

【空調機】※1部屋当たり

熱源

 空調機を1台に集約

 ﾘﾋｰﾄ前後の温度差低減
※ﾋｰﾀ容量、消費電⼒減

H/C

21
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2-10. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修後（改善③）

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ

（OHU） （AHU）

EH(3.8kW)EH(9.9kW)

熱源

C/CC/C

21〜23℃20℃
EH(18.9kW)

他AHUへ

SOA

RA

SA

温度安定度︓±0.0×℃
湿度安定度︓±10%   

15kW2.2kW

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

・・

CW

(INV)

【空調機】※1部屋当たり

熱源

 省ｴﾈﾓｰﾄﾞ（低⾵量ﾓｰﾄﾞ）

 ⽣産に要した電⼒量の
⾒える化

室内操作ﾊﾟﾈﾙ

22
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2-11. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修後（改善④）  外調機の冷⽔ｺｲﾙを

冬季に強制的に開かせ
冬季に冷⽔を冷やす
冷却ｺｲﾙ化

 冷⽔温度に合わせて、
強制的に弁を開く外調機
の台数を調整

23

OA

OA

OA

OA

OA

OA

SOA

SOA

SOA

SOA

SOA

SOA

SA
OAC-1-1

OAC-1-2

OAC-2-1

OAC-2-2

OAC-3-1

OAC-4-1

・
・
・
・

RA

AHU

EA

OA

C/C→H/C H/C

SOA

・冷⽔を外気で冷やす
(空気⽤C/Cを⽔⽤C/Cに)

5℃ 10℃ 10℃

・冷⽔︓9℃→5℃ ※最⼤
・1台当たり約5kW

の冷却機として機能

加湿ﾕﾆｯﾄ

0℃0℃空気温度
温⽔負荷半減

改造前︓-1℃→10℃
改造後︓ 5℃→10℃

・外気を冷⽔で温める
(C/CをH/Cとして活⽤)

M M M
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2-12. ①クリーンルーム改修による省エネルギー
改修後（改善⑤）

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ

（OHU） （AHU）

EH(3.8kW)

熱源

C/CC/C

21〜23℃21℃程度
EH(18.9kW)

他AHUへ

SOA

RA

SA

温度安定度︓±0.0×℃

15kW2.2kW

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

・・

CW

(INV)

【空調機】※1部屋当たり

熱源

 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ排熱を外調機に
吸わせることにより、
外調機の消費電⼒削減、
ﾃﾞﾌﾛｽﾄによる温度変動
低減（冬季）

H/C

24
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②再⽣可能エネルギーの導⼊

25
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2-13. ②再⽣可能エネルギーの導⼊
⾃家消費型再⽣可能エネルギー

再エネ電⼒外部調達

 2020年︓100kW級太陽光発電システム導⼊

 2023年︓60kW級太陽光発電システム導⼊中
⾃家消費型再⽣可能エネルギー

CO2

・再エネメニュー
・PPA等

MAX 20%

 東京電⼒エナジーパートナー㈱殿
グリーンベーシックプラン
2023年度︓前年度の38%相当量

 オンサイト・オフサイトPPA
コーポレートPPAを検討中

 JEOL Gmbh

26



© 2023 JEOL Ltd.

2-14. ②再⽣可能エネルギーの導⼊
太陽光パネルメンテナンスの効果

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

⽇射量と発電量差(※1⽇)

3年経過(洗浄後) 3年経過 2年経過 1年経過 初年

【before】 【after】

 パネル諸元
○パネル枚数︓360枚
○パネル取付⾓度︓1°
○設置⾼さ︓地上28m

 発電量の低下
○経過年数1年︓ほぼ低下無
○経過年数2年︓▲10%/年

 パネル洗浄
○純⽔洗浄

概要

※期待発電量(kW)と実発電量(kW)の差

27



© 2023 JEOL Ltd.

③「始められない」を始める省エネルギー活動
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2-15. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
省エネ活動のジレンマ

B部⾨

C部⾨

O部⾨

A部⾨

D部⾨

E部⾨

F部⾨

G部⾨

H部⾨

I部⾨

J部⾨

K部⾨

L部⾨

M部⾨

N部⾨

P部⾨
Q部⾨

R部⾨

S部⾨S部⾨

O部⾨

B部⾨
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2-16. ③「始められない」を始める省エネルギー活動

偏る活動
省エネ活動のジレンマ

どうしたら、全社員・全職場が取り組めるか

省エネルギー活動

CO2

再⽣可能エネルギー
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2-17. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
⾒える化の呪縛

⾒える化
できるハードは
整っているか︖

YES

NO

⾒える化機器を
導⼊できる
環境か︖

YES

NO
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2-18. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
脱⾒える化の呪縛

⾒える化は⽬的ではない

エネルギー使⽤量を減らす活動を

今、始めることが⼤事︕
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2-19. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
脱⾒える化の呪縛

⾒える化
できるハードは
整っているか︖

YES

NO

⾒える化機器を
導⼊できる
環境か︖

YES

NO

⾒える化
できなくても

無理やり
数値化はできる

よね︖

YES

NO

virtual
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2-20. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
全部署が対象の省エネルギー活動

2022 2023 2024

2021年度⽐
▲3%

2021年度⽐
▲8%

2021年度⽐
▲16%

 2022年度から2024年度の削減⽬標を設定
会社のISO⽬標に設定

 44部⾨+関係会社(2社)にて
2021年度の⾃部⾨エネルギー使⽤量の現状把握実施

 削減⽬標を満⾜する2022年度の削減計画を
各部⾨が策定・実施

■削減⽬標

活動の課題

 専⾨知識の無い部⾨も多い
・エアコン、PC、コピー機等の使⽤電⼒量の把握

 電⼒量監視設備等の⾒える化機器の整備が進んでいない
・全体の10%程度
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2-21. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
活動①（2021年度現状把握)

 エクセルツールの作成
(2021年度現状把握ｼｰﾄ)

・PC等の⼀般的な機器は、
機器名を選べば消費電⼒を
⾃動⼊⼒

・部⾨は稼働⽇数と稼働時間
を⼊れるだけ
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2-22. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
活動①（2021年度現状把握)

 エクセルツールの作成
(2021年度現状把握ｼｰﾄ)

・簡易測定器具を全部署に配布

・データロガーを複数台準備し貸出。
製品・装置・治具の標準的な使⽤電⼒量
の測定に活⽤。

・エアコンの使⽤電⼒量は⾯積係数を設定し、
対象⾯積を⼊⼒すれば⾃動で使⽤電⼒量を⼊⼒。
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2-23. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
活動②（2022年度⽬標設定)

 エクセルツールの作成
(2022年度⽬標設定ｼｰﾄ)

・2021年度の現状把握を
ベースに、稼働時間や
稼働台数の削減を計画し
部⾨の削減計画が⽬標に
到達しているか分かり
易くした。

 各部⾨の⽬標設定シート
を全社公開
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2-24. ③「始められない」を始める省エネルギー活動
結果(2022年度)

2022 2023 2024

2021年度⽐
▲3%

2021年度⽐
▲8%

2021年度⽐
▲16%

■削減⽬標

意⾒・課題

6,000.0

7,000.0

8,000.0

9,000.0

10,000.0

11,000.0

12,000.0

13,000.0

14,000.0

2020 2021 2022

 現状把握並びに⽬標の実施検証が正確では無い（⾒える化）
活動を実施する意味があるのか

 事務部⾨等は削減計画の積み上げが難しい
 削減⽬標の実施結果と、実績値の乖離が⼤きい

2021年度⽐
▲14%

達成

(t-CO2、千万円)

 ⽣産量が伸びる中、
削減⽬標以上の結果

省エネ活動はハード
よりも

ソフトのパワーが⼤
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3. カーボンニュートラル
に向けた今後の展望
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3-1. JEOLグループCO2排出量
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(t-CO2)
CO2放出量の推移

【備考】
・国内のscope1・2のCO2排出量を対象に表記。 （⼀部暫定値を含む）
・FY23は予測値

 売上増（⽣産量増）、
⽣産拠点増に伴い、
グループ全体のCO2排出量は増加傾向

 2022年度よりトレンド転換し、
CO2排出量の削減を加速

 2030年度のカーボンハーフ、
2050年度のカーボンニュートラル
を⽬指す

CO2排出量の概要
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ご清聴ありがとうございました
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